
モ
ノ
づ
く
り
技
術
立
県
兵
庫
・
神
戸
産
業
界

　
３
・
１
１
東
日
本
大
震
災
か
ら

カ
月
。
震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み
は
曲
折
し
な
が
ら
も
軌
道
に
乗
り
始
め
て

い
る
。
原
子
力
発
電
所
事
故
の
あ
っ
た
福
島
県
も
足
取
り
は
重
い
な
が
ら
、
立
て
直
し
へ
の
努
力
が
続
い
て
い

る
。
神
戸
市
な
ど
兵
庫
県
南
東
部
の
各
市
は

日
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

年
目
の
震
災
記
念
日
を
迎
え
、

企
業
や
団
体
な
ど
も
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
共
感
を
新
た
に
、
現
地
ニ
ー
ズ
最
優
先
の
復
興
支
援
を
進
め

て
い
る
。共感新たに震災復興を支援

土
壌
除
染
へ
実
証
実
験
八
紀
産
業

ＩＲＳのレスキューロボット

２
０
１
１
年
９
月
に
福
島
県
郡
山
市
で

行
っ
た
除
染
実
証
テ
ス
ト
の
様
子

提

供：

兵
庫
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

神戸商工会議所で行われた
遊休機械の無償マッチング
プロジェクトの出発式

遊休機械を無償で提供神戸商工会議所の仲介で

国
産
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
活
躍
へ
期
待
高
ま
る

　
神
戸
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
災

害
対
策
技
術
の
一
つ
と
し
て

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ

る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後

に
神
戸
大
学
の
情
報
、
機
械

な
ど
の
研
究
者
を
中
心
と
し

て
全
国
の
大
学
や
研
究
機
関

の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
な
ど
が

集
ま
り
研
究
会
を
組
織
し
た

の
が
ス
タ
ー
ト
だ
。
２
０
０

２
年
４
月
か
ら
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研

究
機
構

Ｉ
Ｒ
Ｓ
、

神
戸
市
長
田
区
、
会

長
・
田
所
諭
東
北
大

学
大
学
院
教
授

と

し
て
活
動
し
て
い

る
。

　
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
も
港
湾
被
害

や
倒
壊
家
屋
・
工
場
の
調

査
、
遺
体
捜
索
、
事
故
を
起

こ
し
た
原
子
炉
建
屋
内
で
の

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
水
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
軽
作
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
出
番
が
考
え

ら
れ
た
。
特
に
被
爆
環
境
に

あ
る
原
発
事
故
の
現
場
で
は

米
国
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な

ど
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
Ｉ

Ｒ
Ｓ
の
「
Ｑ
ｕ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
」

「
Ｕ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
」
な
ど
国
内
で

開
発
し
て
き
た
レ
ス
キ
ュ
ー

ロ
ボ
の
使
用
に
も
道
が
開
か

れ
た
。

　
こ
れ
ら
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
ロ
ボ
ッ

ト
は
走
行
性
能
や
探
査
能
力

な
ど
が
高
い
一
方
、
強
い
放

射
線
環
境
で
は
国
内
規
格
に

沿
っ
た
無
線
強
度
で
は
操
作

で
き
な
か
っ
た
り
重
量
作
業

が
難
し
い
な
ど
か
ら
適
所
で

の
本
格
採
用
は
こ
れ
か
ら
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
生
ま
れ
た
と
言
っ

て
よ
い
、
日
本
の
レ
ス
キ
ュ

ー
ロ
ボ
だ
け
に
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
雇
用
問
題
も
被
災
地

に
共
通
の
問
題
。
オ
フ
ィ
ス

や
工
場
、
自
宅
に
農
業
、
酪

農
の
用
地
も
失
っ
て
故
郷
か

ら
や
む
を
得
ず
去
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
人
は
多

い
。
工
場
は
残
っ
て
い
て
も

中
の
工
作
機
械
や
工
具
な
ど

が
流
出
、
損
壊
し
て
事
業
の

継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

企
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
日
本
商
工
会
議
所
、
東
北

６
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、

岩
手
県
な
ど
で
は
被
災
地
の

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
、
要
望
な

ど
を
直
接
確
認
し
た
う
え
、

日
本
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

機
械
情
報
と
、
被
災
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、
遊
休
機
械
な
ど
の
無
償

提
供
を
仲
介
し
て
い
る
。

　
大
分
や
名
古
屋
、
東
京
、

京
都
な
ど
の
会
議
所
を
窓
口

と
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
が
次
々

に
実
る
中
で
、

年

月
初

め
に
は
神
戸
商
工
会
議
所
で

も
会
議
所
や
神
戸
市
機
械
金

属
工
業
会
の
会
員
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
、
昇
降
式
リ
フ
タ
ー
、
ラ

ジ
ア
ル
ボ
ー
ル
盤
、
発
電
機

な
ど

点
以
上
の
機
械
引
き

渡
し
と
出
発
式
が
行
わ
れ

た
。

　
出
発
式
の
た
め
神
戸
を
訪

れ
た
仙
台
商
工
会
議
所
の
渡

辺
静
吉
副
会
頭
は
「
雇
用
確

保
に
は
企
業
存
続
が
第
一
。

提
供
機
械
は
岩
手

県
の
大
船
渡
市
や

久
慈
市
の
鉄
工

所
、
造
船
会
社
な

ど
で
大
事
に
使
わ

せ
て
頂
く
」
と
感

謝
し
、
神
戸
商
工

会
議
所
の
新
尚
一

副
会
頭
も
「
我
々

の
被
災
経
験
も
踏

ま
え
て
末
永
く
支

援
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
新

た
に
し
た
。

　
福
島
県
の
放
射
能
汚
染
地

域
を
ど
の
よ
う
に
旧
に
復
し

て
い
く
か
―
。
こ
れ
は
日
本

ば
か
り
で
な
く
世
界
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ

り
、
事
故
炉
心
の
冷
却
、
廃

棄
な
ど
と
並
び
、
放
射
能
汚

染
土
壌
な
ど
の
除
染
が
当
面

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
神
戸
で
植
物
由
来
の
凝
集

沈
殿
剤
を
開
発
し
て
き
た
八

紀
産
業

神
戸
市
長
田
区
、

福
井
紀
美
江
社
長
、
０
７
８

・
６
４
７
・
３
１
０
６

は

１
月
早
々
か
ら
、
福
島
県
伊

達
市
の
月

運
動
場
で
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌

の
除
染
実
証
テ
ス
ト
を
行
っ

た
。
川
崎
重
工
業
が
除
染
装

置
・
シ
ス
テ
ム
の
ト
ー
タ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、

凝
集
沈
殿
剤
の
開
発
に
協
力

し
て
き
た
兵
庫
県
立
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
も
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
参
加
し
た
。

　
テ
ス
ト
の
詳
し
い
分
析
な

ど
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
２
０

１
１
年
９
月
に
伊
達
市
に
先

立
ち
郡
山
市
で
行
っ
た
実
証

テ
ス
ト
で
は
、
汚
染
土
壌
を

洗
浄
、
分
別
し
た
後
の
汚
濁

水
を
凝
集
沈
殿
処
理
す
る
こ

と
で
の
上
澄
み
か
ら
は
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
で
き
な

い
ま
で
状
態
ま
で
浄
化
。
洗

浄
済
み
土
壌
も

％
方
回
収

で
き
る
な
ど
、
将
来
の
本
格

的
除
染
に
期
待
を
持
た
せ
る

も
の
。

　
汚
染
土
壌
の
除
染
が
可
能

な
こ
と
が
は
っ
き
り
す
れ

ば
、
「
汚
染
地
域
に
凝
集
剤

の
原
料
生
産
か
ら
任
せ
自
前

で
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
て

地
元
の
産
業
興
し
や
雇
用
確

保
に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
八

紀
産
業
の
福
井
佳
和
研
究
室

室
長
は
語
る
。
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